
第６学年 体育科 ボール運動ゴール型 （パックサッカー）の
実践

本実践では、パックサッカーの学習において１人１台端末
（メタモジクラスルーム）を活用し、チームごとの振り返りペー
ジを作成した。
授業内で動画を視聴すると時間がかかり運動量の確保が
難しいため、プレー動画は宿題として視聴し、気付いたことや
自分なりの課題を端末に記入する方法をとった。
子どもたちは、動画で見取った内容をもとに「上手くいったこ
と」「うまくいかなかったこと（修正したいこと）」「次にどうした
いか」を整理し、翌授業でチームごとに共有した。記入内容を
もとに話し合うことで、チームとしての共通理解が生まれ、次
のゲームに向けた役割分担や作戦が具体的にイメージできる
ようになった。
また、単元中盤にはFormsによる中間ふり返りを行い、単元
後半の学習に向けて自分の考えを整理する機会を設けた。
１人１台端末を継続的に活用したことで、振り返りと改善の
サイクルが自然と生まれ、主体的に動きを高めようとする姿が
多く見られた。



ゲームを撮影



撮影動画を見ながら振り返りを記入



メタモジにFoｒｍｓを貼り付けて

単元中盤のふり返り
→終盤に向けて思考を整理


